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１　はじめに
絵本について、生田美秋（2013）は、「読み
合い・読み聞かせは、子どもの心に多くの可能
性の種をまく行為である」と述べ、木村裕一
（2008）は絵本が備える「対話の要素」を指摘
している。読み手である親が、赤ちゃんとのコ
ミュニケーションを図る道具として絵本を活用
し、絵本のことばが促す遊びを通して、赤ちゃ
んと会話をしているとしている。
また、瀧薫（2010）は、子どもたちにとって
絵本の読み聞かせは、「読み手である大人が常
にそこにいっしょに」いると述べ、「絵本を通し
て、読み手と聞き手が共にその体験を共有する
ことで、豊かな感情が育まれる」「毎日、身近な
大人と共に心躍らせながら、絵本の世界を体験
することで、感情はますます豊かに育まれる」
としている。
そして石井光恵（2013）は、赤ちゃんにとっ
ての絵本について、「読んでもらうことは、わか
るわからないよりもまず、赤ちゃんにとってう
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れしいこと」とし、「絵本を介して、赤ちゃんと
のコミュニケーションを楽しく豊かに育んでい
く。それが、赤ちゃんと絵本を一緒に読む秘訣」
と述べ、「この時期の絵本は、一緒に楽しんで遊
ぶためのもので、早期教育的な知識を増やすと
か脳を鍛えるといったものではない」としてい
る。そして、「何度でもその要請に応えて読み続
ける愛情が、大人には求められる」とし、要求
に応じて繰り返し読み聞かせることの重要性を
指摘している。
このように絵本の読み聞かせは、人と共に楽
しむ要素ややり取りの要素をもっていることが
明らかにされてきた。
更に、勅使千鶴（1999）は、読み聞かせは、
「それに心を動かされ、その思いを身体で表し
たいという子どもの内なる欲求」を引き出すと
述べており、絵本の読み聞かせが表現につなが
る可能性を示唆している。
本稿では、以上のような考えをバックグラン
ドにもちながら、自閉症の診断を受けている幼
児に保育を行った記録を、絵本を介した関わり
の部分に着目し読み直すことで見えてきたこと
について報告し、保育環境の構成に絵本を題材
としてやり取りを取り入れることが、子どもの
伝えたい思いの育ちに与える効果について論じ
たい。
２　本研究の目的と方法
（１）本研究の目的
本研究では、幼児が変容していった保育実践
の記録から読み取れた、絵本を取り入れた保育
環境が自閉症幼児の対人面の発達に与える可能
性について報告し、伝えたい思いが育つ保育環
境の在り方について一提案をすることを目的と
する。
（２）対　象
ⅰ ）A児： 4 歳女児。発語はなく、何かを要求
するときは、大人の手首をもって要求物に近
づける。気に入った単語や好きな歌などは、
ろれつが回らないながらも口ずさむことがあ
る。クリームチューブやシャボン玉、石鹸な
ど、特定の物への興味・関心が強いが、表情
も乏しく、興味のないものに対しては意欲が
ないように見える。名前を呼ばれると呼んだ
人の方を振り返ることもあるが、全く気にし
ないこともある。自分のイメージで遊ぶこと
を好み、大人が声をかけたり、関わって遊ぼ
うとすると、していたことをやめてしまった
り、遠くに行ってしまう。粘土や描画など、
自分の思った通りに遊んでいるときには、長
時間集中するが、自分の思いついたことや、
やりたいことを止められることを嫌がる。嫌
なことに対しては、「あぁ。」と声を出し、体
を反らせて嫌がったり、泣き叫んだりするこ
ともある。言葉だけで呼びかけると反応がな
いが、物を見せて呼びかけると反応すること
もある。物を操作する遊具には黙々と取り組
み、その間、保育者を意識する様子はほとん
ど見られない。集団での絵本の読み聞かせに
は興味を示さないが、一人でシリーズ本の中
表紙の色違い一色のページを開いて並べてい
ることがある。
ⅱ ）B児： 3 歳男児。発語はあるが、言葉によ
るコミュニケーションがとりづらく、活動の
切り替え、指示に従うことが難しい。予定の
変更、自分なりのやり方の変更が難しい。滑
り台やトランポリンで遊んだり、上を見上げ
ながらくるくる回ったり、ホールを何度も
走って行き来したりして遊ぶことを好む。身
体的な接触遊びは好まない。質問されて答え
たり、誘われて応じることなどは嫌がる。動
画等の台詞を繰り返し言うことを好む。
ⅲ ）C児： 5 歳男児。発語はなく、名前を呼ば
れると呼んだ方に近づいて行くこともある
が、自分から声を出して呼びかけたり、快や
不快を声に表したりすることはない。保育者
に抱っこしてもらったりブランコに乗ったり
していないときには、自分ですることが見つ
けられずに手にしたリモコンや遊具を手の平
に激しく当てながら歩き回って過ごしたり、
股間を触ったりして過ごす。保育者からパズ
ルなどの遊びを提案すると、正しい位置には
めるが、はめた後に保育者の顔を見たり、自
分からしようとしたりすることはなく、終わ
ると逃げるように離れていったり、ピースを
左手でもって右手に打ちつけたりして過ご
す。
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ⅳ ）D児： 6 歳男児。自分から保育者に関わっ
てくることはほとんどない。指さしやジェス
チャーでの表出はなく、発語はあるが言語で
の表出は少ない。自分の意思や要求を伝えた
い場面で名詞を言うこともある。相手に視線
を合わせたり、相手の声に反応したりするこ
とが難しく、保育者からの働きかけに気づい
ても、そこからやり取りを続けることは難し
い。また、自分のペースで課題をやりたがり、
保育者と何かを一緒にする、交互にする、順
番にすることが難しい。横から言葉をかけら
れることを嫌がる。反面、友達が楽しそうに
していると近づくこともある。友達ではな
く、使っている物に興味をもって近づいてい
るように見える。
（３）期間と方法
201X年～ 201X+ 8 年の実践記録から、「絵
本」というキーワードのある部分を抽出して、
幼児名と時系列で並べてまとめ直した上で、子
どもの変容との関係を分析した。
（４）倫理的配慮
S会施設長の同意を得た上で、研究の目的お
よびその意義を対象児保護者に説明し、個人情
報の保護を約束して、書面にて記録の分析及び
それに基づいて指導改善を行うことと、その経
緯をまとめて研究に用いることに同意を得た。
３　結　果
（１）A児
ⅰ ）第Ⅰ期：集団での読み聞かせ場面では一度
着席しても、水道や鏡の方に行ってしまい、
誘っても戻らない。興味のあるものを保育室
内から取り除いても、絵本の読み聞かせや保
育者の方に近づくことはなく、その保育室外
に出ようとする。
ⅱ ）第Ⅱ期：シャボン玉での遊びを終えようと
しているタイミングで保育者がシャボン玉の
写真が表紙になっている絵本を見せると、興
味を示して近づいてくる。その後、保育者が
本児の横に座り、読んで聞かせると座り続け
てじっと見ていた。翌日、保育者が同じ本を
もって歩いていると、近づいてくる。読み聞
かせるとじっと見ていた。2 週間に渡り二人
での絵本の読みきかせを積み重ね、保育者が
学級で読み聞かせを行うと、シャボン玉の絵
本であることに気づいて自分から着席し絵本
を見るようになる。
ⅲ ）第Ⅲ期：保育者が学級でかきごおりの絵本
の読み聞かせを行うと、自分から着席する。
本を見て少し表情を変えるが、読み聞かせる
と見ている。読み聞かせの直後にかき氷を
作って食べた。絵本の展開に合わせてかき氷
を作って食べる活動を 4 回積み重ねた後、保
育者が絵本の読み聞かせに合わせて言葉をか
けると、食べるまねをしたり、動作をまねし
たりするようになった。
ⅳ ）第Ⅳ期：かきごおりの本を本棚から取ると
外側に向けてもち、ページをめくっている。
集団での読み聞かせを再現しているように見
えたため、保育者が正面の椅子に座って見る
と一瞬顔を見る。保育者の横に座る幼児も出
てきて、本児が人を意識して場の共有ができ
る機会となった。翌日には、集団での読み聞
かせの場面と同じように保育者が椅子を並べ
て人形を座らせて一緒に見るようにした。
ⅴ ）第Ⅴ期：自分で人形を椅子に並べたり、自
分から保育者の手を引いて座らせたりしてか
ら、自分は正面に座って本のページをめくっ
たり、歌のような音を口ずさんだりする姿が
出てきた。
（２）B児
ⅰ ）第Ⅰ期：本児がよく台詞を言っている動物
と滑り台の動画をYouTubeで探しあて、内
容を覚えて一緒に台詞を言ってみると、保育
者の手をもち保育者の口を覆うようにして制
止する。
ⅱ ）第Ⅱ期：動画をペープサートにして、保育
者は言葉を言わずに本児が言う台詞に合わせ
て動かすと嫌がらずに見ながら台詞を言う。
本児が台詞を言っているときにペープサート
を出して合わせて動かす関わりを 2 週間繰
り返して遊ぶ。その後、故意に動物を間違え
て操作すると動かしている保育者を見てから
正しいペープサートを渡して修正しようとす
る。
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ⅲ ）第Ⅲ期：本児が動画遊びをしていないタイ
ミングで保育者がペープサートを動かしなが
ら台詞を言って遊んで見せると、近くで見た
り、台詞を順番に言ったりする。
ⅳ ）第Ⅳ期：ペープサートから、絵本型に変え
て本棚に置いておくと、自ら手に取って見
る。絵本を見ているときに保育者がやり取り
を仕掛けるとのってきたり、台詞を言ってほ
しくて間をとって保育者の顔をのぞき込んだ
りするようになる。また、園庭の滑り台で遊
んでいるときに、保育者と台詞を言い合って
再現遊びする姿が出てきた。
（３）C児
ⅰ ）第Ⅰ期：興味のある絵本はなく、渡された
本は急いでページをめくって最後までいくと
立ち去ったり、パラパラとめくって遊んだり
する。集団での読み聞かせでは数ぺージを過
ぎると席を立って床に寝転んだり、絵本を見
ずに股間を触ったりしている。
ⅱ ）第Ⅱ期：根野菜の絵本に、根野菜に混ざっ
てモグラが登場するページで、保育者が表情
をゆがめて「ちがう」というのを見て笑う。
保育者の反応を期待して、その絵本の読み聞
かせの日は笑顔でよく見ている。モグラの
ページが近づくと体を揺らしたり、保育者の
顔を覗き込んだりするようになる。
ⅲ ）第Ⅲ期：自分から絵本をもって保育者の膝
に座り、読んでほしいことを伝えたり、「ちが
う」「ニセモノ」「へん」なページを見つける
と保育者の反応を期待して見せにきたりして
自分から保育者に関わるようになった。それ
と共に、手を横に振ったり、×を作ったり、
おしまいのハンドサインをするなど、まねで
きる動作が増加した。
（４）D児
ⅰ ）第Ⅰ期：DVDで見たことのあるアニメ絵本
を一人で見ることを好む。横で一緒に見よう
とすると絵本を置いて立ち去る。集団の読み
聞かせでは絵本に注目し、サンドイッチの絵
本の読み聞かせで保育者が食べる動きのジェ
スチャーを見せるとすぐにまねする。
ⅱ ）第Ⅱ期：動物の親子が出てくる絵本を一人
でじっくり見ているときに、横に座って文字
を読んで聞かせると体をくっつけるようにし
てきて、保育者の読みに合わせてページをめ
くる。保育者と視線を合わせることはない。
ⅲ ）第Ⅲ期：絵本に出てくる絵と文章に合わせ
て保育者が当てぶりで動くと一緒に演じる。
本が最後までいくと、保育者の顔をじっと見
て「どうぶつのおかあさん。」と言って座り、
1 ページ目を開いて読み始めた。その後、 1
か月位は、本児が絵本をもって近づいてきた
り、顔を覗き込んだりしてきたときには、要
求を察してすぐに応じるようにした。その
後、同じ動きに対してすぐには応じないよう
にすると、顔を覗き込んで「どうぶつのおか
あさん。」と言ったり、「○○先生。」と呼びか
けて一緒に演じたいことを伝えようとしたり
する姿が出てきた。
４　考　察
（１）絵本を使った働きかけについて
本研究では、自閉症幼児の対人行動の変容
に、保育活動の中の絵本を使った働き掛けが影
響を及ぼした可能性を改めて確認することがで
きた。
これは、自閉症幼児にとっても絵本が備える
対話の要素が有効であり、読み聞かせが子ども
の心に多くの種を撒くことになる可能性を示唆
するものであると考える。また、対象児たちが
表現したときにすぐに保育者が反応をしてやり
取りをはじめたり、対象児たちにとって保育者
がやり取りしたくなる相手になるように共感的
な態度で関わったりしたことで、表出の頻度が
増えたことから、大人と心を通わせたり、人と
一緒に楽しむ経験を積み重ねたりすることで、
“またやりたい、もっと、繰り返し読んでほしい
という”思いが育ち、そのことが“この人に伝え
たい”という思いを育み、自ら人に対する関わ
りを表出することにつながった可能性があると
考える。
（２）伝えたい思いの育ちに影響を与えた絵本
の特徴について
今回の対象児にとって、人に伝えたい思いが
育つきっかけとなった働き掛けに使った絵本に
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共通する特徴は①対象児が興味・関心をもてる
内容のもの②やり取りに発展しやすい台詞が
あったり、キーワードによって関わる人と一緒
に楽しんだ実感や絵本の場面が想起・共有され
たりするもの③繰り返しやりたくなるもの④展
開に一定のルールがある、又は生活経験の中で
親しみのあるもの（食べ物、遊具、動物/親子）
が出てくる点であった。以下に、本事例に出て
きた絵本を挙げる。
・ 杉山弘之「しゃぼんだまとあそぼう」福音館
書店
・樺山祐和「かきごおり」福音館書店
・ ノッカーナアニメーション「すべりだいであ
そぼう」https://www.youtube.com/watch? 
v=bKOVpxPJLnk
・ツペラツペラ「やさいさん」学研プラス
・小森厚「どうぶつのおかあさん」福音館書店
（３）思いを育てる環境としての絵本の選択の
ポイント
紙面の都合上、本稿結果には、対象児の際
立った変容の変遷のみをまとめて記した。しか
し、実際には、絵本を使って関わりを試みたも
のの、全く反応が得られなかった日も多く記録
されていた。“人と一緒に楽しい”を経験できる
ような絵本を根気強く探して選択する教材研究
が重要であったといえる。勅使千鶴（1999）
は、遊びを豊かにする指導をするために、「保育
者は子どもの心身の発達段階や彼らの興味、関
心を知るとともに、遊びの発達過程とあそびそ
のもののおもしろさを分析しておくことが求め
られる。」と述べ、「保育者がおもしろいと感じ
ることやおもしろいと感じるときと子どもたち
のそれらと同じこともあれば、異なることもあ
る」ため、実践的にはまず「常に子どもたちの
表情やしぐさ、内面を含め遊ぶようすを把握し
ておくことが、おもしろさの指導を考えるとき
のポイント」と指摘している。今回の対象児の
ように、興味・関心の幅が狭く、また人への関
心から興味の幅を広げることが難しい幼児に、
“絵本”と“その読み手”に興味をもってもらう
ための絵本選びにおいても、やはりまず子ども
の日ごろの様子から興味・関心を把握すること
が重要であったと考える。
瀧薫（2010）は、「絵本とはよろこびを共有
するものである」「一緒にいる大人も楽しんで
いるときはじめて、子どもはこころから満足し
た表情になります」と述べている。今回の対象
児にとっても、やり取りの要素があり、一緒に
楽しんでいることが実感できる点は共通してい
た。また、瀧は「子どもたちは、こころから楽
しんだ絵本は、何度も繰り返し読んでほしがる
ものです。絵本を選ぶ最良の基準は、子どもた
ちがその絵本を繰り返し読んでほしがるかどう
かであると思います」とも述べている。今回の
対象児についても、選んだ本に興味が向かない
場合には次の候補へ移る決断を繰り返し、最終
的には繰り返し読んでほしがる本が見つかっ
た。このことから、自閉症の診断を受けている
幼児も、絵本の喜びを人と共感しあうことがで
き、その楽しさから何度も読んでほしがるよう
になることは共通であることが確認でき、そう
いった本を探して選択する必要があったと言え
る。
更に対象児たちは、暦年齢と発達年齢に差が
あったため、暦年齢に関係なく絵本の選択肢を
広げる必要があった。実際には、「経験する身の
回りのものや日常生活のなかで起こること」を
扱っている絵本や、「オノマトペ」の絵本など、
「 乳 児 向 け の 絵 本 を 選 ぶ と き の ポ イ ン ト 」
（2013，石井ら）が参考になった。自分自身が
声に出して読み、繰り返しやリズミカルな表現
の面白さが感じられたものが、子どもにも好ま
れたと感じる。聞き手である子どもたちの顔を
思い浮かべながら、その子の興味や発達にあっ
た絵本を、 1 冊 1 冊を楽しみながら丁寧に選
ぶことが大切であったと言える。
５　おわりに
自閉症幼児の保育において、認知特性の違い
に配慮しなければと思うあまり、一人で過ごし
たい気持ちを尊重するだけで働き掛けを控えて
しまうことが多かった。しかし、今回の事例で、
待つだけでなく適切に働き掛けることで、人を
視界に入れるようになり、伝えたい、一緒にや
りたいという気持ちが生まれ、伝えたい思いが
育ったことから、特性に合わせながら働き掛け
ることで、対象児の発達を助長できることが明
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らかになった。
今後も伝えたい思いがどの子にも育つ保育環
境の構成に、絵本を使った働き掛けを取り入
れ、その可能性の研究を継続したい。しかしそ
の際、松井剛太（2013）が「本来ならば、十分
に遊びこんだ結果、全体的な発達が促されると
いうべき遊びでの本質が、障害特性面に依拠す
ると遅れが見られる発達の改善を促すために遊
ばせるというように転じる」と危惧しているよ
うに、絵本を使った働き掛けが方法論としてだ
け先に立ち、幼児の生活の文脈から切り離さ
れ、「障害特性を改善する『手段』として位置づ
けられるもの」になってしまう誤解が生まれる
ことがないように配慮した発信の仕方を考えて
いく必要がある。
保育においては、どのような子どもに対して
も、場面での訓練を行うという視点だけでな
く、子どもの力を信じて生活の文脈の中で関わ
り、環境を通した指導を行っていくことを基本
とすることは、常に念頭におきたい。
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